歴史地震研究会2012~2013年度第4回幹事会

2013年4月12日　17：00～19：00　於：地震予知総合研究振興会会議室

出席者：武村・松浦・林・諸井・金田・石辺・小松原

1. 秋田大会準備状況

· 公開講演会

公開講演会のタイトル（歴史地震から秋田県の防災を考える：東日本大震災を踏まえて），演者（宍倉・小松原・水田・伊東）などが確定．講演時間は1人30分程度．謝礼なし．演者はA4で1枚のレジメを作り，会場で参加者に配布する．会場の定員は300名，100~200名の参加を見込む．司会は林行事幹事が担当する．
13：30開演，16時閉会とする．
秋田大学と歴史地震研究会の共催とする．
秋田大学の副学長に開会挨拶を依頼する．閉会挨拶は武村会長．
宣伝方法：ポスターを作って配布する．行事委員会で作成．紙代は研究会から支給．公民館・図書館に配布．
・研究発表会

プログラムは6月9日までに行事委員会で作成．cmushaで幹事に連絡する．
地震予知総合研究振興会の大型プリンターで垂れ幕を打ち出して送る．
・巡検

巡検は申込み先着順，バス1台分(50名程度？)とする．
林行事幹事・白石委員が案内．
巡検案内書を作っている．
・懇親会：立食・量は少なめ・50人程度の会場を押さえる．功績賞受賞者はご招待．懇親会司会は水田先生に依頼．
2. 広報幹事報告

HP管理･運営と議事録アップ，秋田大会第一報アップなどを行った
日本史関係の学会への連絡は吉田さんと連絡をとりあって行う．
インターネットが使えない人には松浦副会長がHPを印刷して送る．
3. 編集幹事報告

・14編の投稿あり，3編受理（ないし受理間近），6月の幹事会時には仮見積もりを提示できる予定．
・寺嵜氏からは連絡がないので，もう一度会長が催促の電話を掛ける．
・編集の追い込み段階でアルバイトを使えないか議論．体裁を整えるなどの仕事で2万円程度必要．振り込んで領収証を提出してもらえばよい．
4. 功績賞の賞状

· 用紙は縁の模様なし，
· 台紙は金箔押し，年を入れて毎年入れることに．
· 台紙の色はNo.46（ワイン）で．
· 一式まとめて再度見積もりをお願いする．
· 印影も作る

5. バックナンバーのPDF化，公開

2,000pで85,000円ならば高くはない．業者委託でPDF化，HP公開．
　著作権について，個別に著者に当たるかmushaなどで公開の旨発表し，著作権を貰うことにする．
　とりあえず公開を前提に著者のリストを作る．既に松浦副会長が作成しているリストを総務幹事が担当してまとめる．
　

6. 入退会承認

　入会：藤田辰也
　退会：杉本めぐみ
　以上，承認された．
7. 「関東大震災90周年」シンポジウムについて

・8月27日（火曜）に日本地震学会・地震工学会・歴史地震研究会が共催して江戸東京博物館ホールにて「関東大震災90周年」を開催する．
・午前中：慰霊堂案内（武村会長案内役）午後：シンポジウム（武村会長ほかの講演）

歴史地震研究会からお金を拠出することはない．
プログラム作成などは地震学会と地震工学会が担当している．
8. 次回幹事会　6月28日17:00～　地震予知総合研究振興会会議室にて
